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3． X 線熱散漫散乱波 の 回折

牛 田 勝 利

結晶内で 熱散漫散乱 した X 線 が同 じ結晶内部 の 網平面で ブ ラ ッ グ反射 す る と回折線が現れ る 。

こ の 回折線 の 観測 に
， 封入管球か ら の X 線 を使用 して写 真法 に よ る観測 が行 わ れ た が ， 強度分

布 に 対 し て の 定量的な評価 を得 る に は い た らなか っ た
。 近年， 放射光等の 強力な X 線源の 利用

に よ っ て ， こ の よ うな回折線 を定量的 に ， 精密 に観測す る こ と が 可能に な っ た 。 こ こ で は ， 単

色化 し た シ ン ク ロ ト ロ ン 放射光 を用い ゲ ル マ ニ ウム に お ける 220 逆格子 TDS 斑 点近傍で 観測

され る回折線 が ， X 線波長 ， 結晶の 厚 さ， 結晶方位 ， 結晶温度等 の 変化 に 対 し どの 様 に 依存す

る か をカ ウ ン タ
ー及 び イ メ

ージ ン グ ・プ レ ー トを用 い て 観測 した 。 また 得 られ た 回折線 の 強度

分布 と動力学的回折理 論に よ る強度式 と を比 較 ， 検討 した。そ の 結果 ， 回折線 が TDS 波 の 完

全結晶に お け る 異常透過現象 と し て 説明 で きる こ とが明 らか に な っ た。
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